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中 国 ヨロ主ロ 400 360 360 
数 点寸主主ー 120 160 240 
干土 ~ ミ 80 120 120 
理 科 120 160 160 
歌・遊 戯 80 
体 育 80 120 120 
3同E 楽 80 80 
美
図 80 120 120 
技
集 団 活 動 40 40 
ガイ ダンス 40 40 


























教科 学年 1 1 12 1 3 
公 民・倫 理 2時間 2時間 2時間
保 健 2 
中 国 語 6 6 6 
英 語 2-3 2 
数 A寸t 3-4 2 
歴 史 2 2 1 
地 理 2 2 1 
理 科 3 2 2 
体 育 2 2 2 
コ日包 楽 1 1 1 
美 術 1 1 1 
技 術(家庭〉 2 2 2 
選 択 科 日 4-14 12-17 
ボーイスカウト活動 1 1 1 
集 団 活 動 2 2 2 
ガイ ダンス 1 1 1 
計 132ー 叫ふ36132-37
〈注) 1. 1995年現在。 1単位時筒は60分。
2.国民中学第2，3学年の選択科目には，



























































































































































































Fミ:一ごア V ocational School Supplementary School Grand 1st|加|加 |sub htlhtlht lsub Total Year I Year I Year I total Year I Year I Year I total 
Me印叫仇ωch伽ωω凶凶凶an叩 叫i




Electrical Re官出i~oning 1 2 1 2 1 2 1 6 1 1 1 1 1 6 & Electronic 
C叩一川 21 2 1 2 1 611111 6
hnique 1 2 1 2 1 2 1 6 1 1 1 1 1 6 
I~山A-;chitecture I --- ---------Technique I 2 I 2 I 2 I 6 I 2 I 2 I 2 I 6 I 12 
n叫 A巾|山gTechω1 2 1-; 1. 2 1 ;¥--21 2_1 2 16 1 12 
Mecha叫
Goopertive 
山 l-1-1 2J_;-I- 1 1 1 2 Program 
P山
Extended compulsory class 
1 1 1 1 1 11 111 1 31 3 
Total 1 22 1 24 1 24 1 701131131131391109 
Remarks: Vocational School: 3010 students in 70 classes. 
Supplementary School: 1677 students in 39 classes. 


































































































- 81 -(64) 
最近の台湾における教育改革と進路指導の動向
事業の第1は，キャリア・カウンセリング・
サーピスである。専任カウンセラー 2名，非常
勤カウンセラー 2名，それにアシスタント 2名
の合計6名のスタッフで担当し， 1人のカウン
セラー は， 1日4-5人の学生の悩みを聞くな
どの相談に当っている。相談の内容をみると，
①将来のキャリア形成についての内容が66%，
②学生が自分について知りたい(自己理解〉が
55%，③職業の選択に援助を求めているのが48
%，④自分の専攻分野に興味が持てないが37%，
となっている。
第2は職業評価に関することで，職業理解の
評価の面から，学生が仕事に対してどのような
価値観をもっているかについてである。当セン
タ}で実施した調査では， r女子学生は仲間と
の関係j，r上司との関係j，r自立j，r仕事につ
いての自己決定」に価値を置いているのに対し
て，男子学生は「名声j，r自信j，r高給の得ら
れる仕事」に価値を置いているようである。
第3は就職情報サービスで，約3万人の学生
に対してサーピスを提供している。
第4は就職斡旋支援サ}ピスで，プログラム
として，①就業機会プログラム，②就業探索フ。
ログラム，⑧就業準備プログラム，の三つを用
意している。就職斡旋支援サービスというのは，
センターが学生一人ひとりの仕事を見つけるの
ではなく，就職情報を提供して学生が決めると
いうように学生に主体的な選択をさせる過程を
支援するのである。
第 5は訓練開発サーピスで，これには企業へ
のリクルート活動，企業見学(体験)， 活動計
画プログラム，情報管理，宣伝活動などがあげ
られる。なお，これらのサービスは，センター
}ピスである。
東呉大学の当センターは， 1991年に設立され
たものであるが，当初，キャリア・ガイダンス
・センターと呼んだが，ガイダンス・センター
というと問題解決というイメ}ジが強い。その
ため，デベロップメントの方が将来への明るい
展望が持てるということから，キャリア開発セ
ンターとしたようである。
また，東呉大学では， 1991年から「キャリア
開発計画」の授業科目を選択で教えている。導
入の目的は，大学生に広い見識を持って貰いた
いということと，職業選択に対する見識の育成
をも意図したものである。これを契機にして他
大学でも追随の動きが出ている。
これによって，大学生の，①自己意識の確立，
③周囲の人間関係への意識の高揚，③学業，課
題についての意識(認識)， ④職業についての
意識の確立，を図ろうとするものである。
そうすることによって，学生が自分の持てる
カを統合して発揮できるようになり，自分の時
間の管理ができることによって勉学に打ち込む
こともできる。そして，学生が自分の人生の目
標を設定して，自分の将来の夢を持って，固に
とって有用な人材として貢献することができる
としている。
以上のように，台湾における大安高級工業職
業学校と東呉大学生涯発展センターの2つの事
例を通して，台湾の職業指導，進路指導の極く
最近の状況を分析的に考察を加えてみたが，日
本の進路指導と比較してみて，非常に類似して
いる課題を多く内包していることがわかり，こ
れからのわが国の進路指導の改善・充実のため
にも比較研究の重要性を再認識させられるとこ
のスタッフだけでは出来ないので，学生の力を ろである。
借りて実施しているプログラムであり， 40名程 参考文献
のボランティアを募り行なっている。それによ
って，情報誌を編集，刊行したり，キャリア・
ライブラリ}を充実させたりしている。
1)文部省編「諸外国の学校教育一一アジア・オセ
アニア・プフリカ編J(教育調査研究第124集〉大
蔵省印刷局平成8年10月30日
2)笠原政治・植野弘子編「アジア読本台湾」河
第6はスチューデント・ガイダンス・オフイ 出書房新社 1995年8月15日
ス・サービス，(学生輔導サービス〉で，精神面 3)谷口澄夫監修「世界の教育事情J (第1部東
に問題のある学生を学生輔導の方に紹介するサ アジア編)(働〉福武教育振興財団平成8年8月
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29日
4)伊藤潔著「台湾一一四百年の歴史と展望」中央
公論社 1993年8月25日
5)エズラ・ F・ヴォーグル著(渡辺利夫訳) rア
ジアの四小龍」中央公論社 1993年4月15日
6)中国輔導学会編集「第八回亜洲職業奥教育輔導
会議論文集」中華民国台北市 1997年11月27日
7)王淑絹主編「大安人進路指導手冊J (台北市大
安高級工業職業学校輔導叢書」台北市立大安高工
輔導室 1997年4月
8)吉田辰雄「アラベック (ARAVEG)加盟国の
最近の教育改革と進路指導の動向」東洋大学アジ
ア・アフリカ文化研究所研究年報第30号 1996年
3月
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